
①一般市民向け　「はじめの一歩が、まちを変える」

テーマ：身近な行動から、つながりへ

Scene1（導入）
主人公：会社員・サトさん（30代・女性）　船橋に引っ越してきて半年、仕事と子育てで
忙しく、近所との付き合いもほとんどない。ある朝、子どもとよく遊ぶ公園の前を通る。
落ちているゴミが気になったが、「誰かがやってくれるだろう」と通り過ぎる。

Scene2（きっかけ）
週末、子どもとともに地域のお祭りに初めて参加。屋台を楽しんでいると、お隣のおば
あちゃんや同じ保育園の親子に偶然出会い、「こんな人たちが近くに住んでいたんだ」
と驚く。

Scene3（変化）
後日、子どもと公園へ行く途中、まちの掲示板で地域の清掃活動イベントのチラシを
見つける。「あのお祭りで出会った人たちともまた会えるかな」と思い、思い切って参加
してみる。「来てくれてよかった！」と温かく迎えられる。

Scene4（広がり）
清掃活動をきっかけに顔見知りが増え、子育ての悩みを話せる仲間もできた。「私にも
できることがある」と感じ、今度は市のアンケートに意見を書いてみる。

まとめコマ
まちづくりは、特別なことじゃない。あなたの小さな一歩が、まちの笑顔につながってい
ます。

②学生向け　「学びが、まちの力になる」

テーマ：体験・出会いが、未来のまちを動かす

Scene1（導入）
主人公：高校１年のケンタくん。授業でボランティアの話を聞いたが、「自分には関係な
いかな」「何から始めればいいかわからない」とスマホを眺めている。

Scene2（きっかけ）
友人に誘われ、「ふなばし夏のボランティア体験」のマッチング会に参加。たくさんの団
体ブースを見てまわり、友人と気になる団体へ申込を行い、地域イベントのスタッフと
して参加することに。

Scene3（出会い）
最初は緊張していたが、イベント参加者からの「ありがとう！」の言葉に、思わず自分
も笑顔になる。団体スタッフからも「またぜひ参加してね」と声をかけられ、活動の輪に
入ることに。他校の生徒や、異なる世代の人たちと話す機会が増え、視野が広がる。

Scene4（成長）
翌年、これまでの活動の経験をもとに自分たち生徒が中心となってイベントを運営。
「自分の経験や知識が、誰かの役に立てる」という充実感を覚える。

まとめコマ
あなたのアイディアと行動力は、まちの大切な力。今のあなたにしかできないことが、
きっとある。

③各団体向け　「つながれば、もっと大きな力になる」

テーマ：一人では難しくても、協力すれば道は開ける

Scene1（導入）
主人公：市内で活動する市民活動団体の役員・ヤマダさん（70代・男性）　メンバーの
高齢化と人手不足で、毎年恒例の地域イベントの開催が厳しくなってきた。「もう今年
は無理かもしれない」と頭を抱えている。

Scene2（出会い）
市民活動サポートセンターの交流サロンに参加したヤマダさん。そこで子育て支援の
市民活動団体や大学のボランティアサークルの学生たちと話す機会が生まれる。「こ
んな団体があったのか！」

Scene3（協働）
「一緒にやってみませんか？」お互いの強みを出し合い、子育て支援団体は子ども向
けコーナーを、学生たちは運営スタッフを担当。今までにない盛り上がりのイベントが
実現した。

Scene4（発展）
イベントをきっかけに若い世代も団体の活動に関心を持ちはじめ、新しいメンバーが
増えた。ヤマダさんは「助けを求めることが、最初の一歩だったんだな」とほっとした表
情。

まとめコマ
あなたの団体の強みを生かしながら、他の団体と手を組むことで、まちづくりの可能性
はどんどん広がります
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④企業向け　「会社の力が、まちの笑顔になる」

テーマ：社会貢献が、会社とまちの両方を元気にする

Scene1（導入）
主人公：地元企業に勤める総務部長・タナカさん（50代・男性）　社員から「地域とのつ
ながりが薄い」「会社として何かできないか」という声があがっている。「でも、何をすれ
ばいいんだろう」

Scene2（きっかけ）
市が主催する異業種交流会のイベントに参加。プロスポーツチームや他の企業が地
域活動に取り組んでいる話を聞き、「うちにもできることがありそうだ」と気づく。

Scene3（協働）
自社の得意分野をいかして、地域のイベントに協賛・協力。社員も参加し、地域の
方々と直接交流する中で「自分たちが地域に支えられていたんだ」と実感する。

Scene4（好循環）
地域との連携が社員のやりがいにもつながり、会社の知名度や評判もアップ。地域か
らも「あの会社、いいよね」と信頼される存在に。タナカさん「まちづくりは、会社にとっ
ても大切な投資だ」

まとめコマ
企業の力とアイディアで、まちはもっと元気になります。地域とのつながりが、会社の
未来も輝かせます。

⑤外国人向け　「ここは、あなたのまちでもある」

テーマ：違いを越えて、一緒にまちをつくる

Scene1（導入）
主人公：船橋にきて１年目のリンさん（30代・外国人女性）　言葉の壁や文化の違いか
ら、なかなか地域になじめず、近所との関わりもほとんどない。「ここに、私の居場所は
あるのかな」

Scene2（きっかけ）
まちを歩いている中で市民活動団体が開催する「多文化交流カフェ」のポスターを見
かけたリンさん。「外国人の方も大歓迎！」の文字に背中を押され、勇気を出して参加
してみる。

Scene3（つながり）
カフェでは日本語が少し苦手でも、身振り・手振りや翻訳アプリを使いながら笑顔で交
流することができた。ほかの参加者から「あなたの国の料理、教えて！」と声をかけら
れ、嬉しそうなリンさん。「私のことを知りたいと思ってくれている」

Scene4（参加）
その後、地域のお祭りで母国の食文化を紹介するブースを担当することに。地域の
方々とも交流を行っていくうちに、「このまちで、私にもできることがある」と感じるように
なる。

まとめコマ
国籍や言葉が違っても、同じまちに暮らす仲間。あなたの文化や経験が、船橋をもっと
豊かにします。


